
: 甲斐塾月塾生 君 ー の 手 平成 2 7 年 4 月で亓미

停滞 を憎み
、

化 を好む

「 化 は
、
これを好 む が

、
停滞 は

、
これを憎む 」

。
私 が大 阪市立林寺小 学校を卒

する に
、
担任 の 中川 有信先生 が

、
サイン に い て くれた言 で す

。
その サイン

がどこにあるの か
、
今 は分か りませ ん

。
しか L

、
なぜか その 言 が

、
私 の 心 の 中にしっ

か りと留まっ て い ます
。
もう

、
六 十年も前の ことで す

。

小 学校の 先生 の 教えを肝 に じてきたわけで はありませ ん が
、
私 の 人 生

、
常に 「

化 」を求 めて きたように思 い ます
。
「 化 」は

、
真理 で す

。
即 ち

、
この 世 に存在するす

べ て の もの は
、 化してい るの で す

。
私 の 命も

、
生まれた瞬 から刻 々 と最後に向

か っ て 短 くな っ て い ます
。
庭 に く花も

、
刻 として 同 じことはありませ ん

。
万 物 は

生 々 流 す るの が真理 で あるすれ ば
、
私 の やることも

、
自然 の 理 に即 して

、
常に

「 化 」しなけれ ばならない の で す
。

余りにも らない 入 社式 景に愕然

そ の ことを痛切 に感 じたの は
、
四 月 口

、
ある会社の 入 社式 に参加 した の ことで

す
。

四 百人 近 ; 入 社 が ぶ
、
その 後ろに私 は座 りました

。
式 の 後 の 演会で

、

演 をさせ て い ただくことになっ て い たた め
、
入 社式 の 空 を感 じて お きた い と思 っ

たか らで す
。
そ して

、
ふ と

、
私 は

、
自分の 入 社式 を思い 起こしました

。
「そうか

、
ちようど

五 十年前か 」と感慨 にふ けると共 に
、

「あの も今も何も わらない な」と思 い ました
。

部 の 登
、
手 を膝 の 上 に置い て 背筋を伸ばす の 新入 社

、
や が て社 の

祝辞
、

部 介 と きます
。

か しい と思うと共 に
、

> 化 しない こと」に して
、

い ささ

か の 疑 を感 じたこ 岁ま事 で す
。

す べ てオリジナル で なけれ ばならない

私 が主宰すてイ 甲斐塾」も
、

>青年塾」も
、
入 整式 に して 常に

、

「 化」を求めて

きました
。
だか ら

、
年

、
催 所も なるし

、
内容や趣 向も い ます

。
す ベ て

、
オ リ

ジナ ル で す
。

とにか く
、

「昨年 と同 じ事 をして は い けない
、

び 禁止 」、
「よそ と同 じ

ことをして は い けない
、
横 び 禁止 」だか ら

、
年

、
す ベ て か ら自分 で 考 えなけ

れ ばならない の で す
。
私 は

、
それこそが

、
> 造と革新」の 始まりで あり

、
教育の 第

と思 っ て い ます
。

例 えば
、
今年度 の 厂青年 塾」の 入 塾式

、
西クラス は

、
大宰府 で 行 い

、
西 クラス は

、

岐阜 ケ原 で 行 い ました
。
他 の クラス はこれか らで す

。
大宰府 で の 入 整式 は

、
意

を手 の に い て 表 しました
。 ケ原で の 入 整式 で は

、
会 全 体を の F

地 の ようにしっ らえて
、
ス タツ フ の 衣装は 甲胄

、
ホラ を使 っ て 意表 明 の 合 をす

るなど
、

に しい もの で した
。

「より良い もの に挑 すること」こそ
、

> 造 と革新」一

の 道で す
。
常 に 自らの で 考えて

、
挑 するところに

、

「建成の 喜び 」が きます
。

甲斐塾 塾 上 甲 晃


